
　

日
本
の
高
校
生
が
渡
米
し
、
米

国
政
府
関
係
者
な
ど
と
交
流
す
る

　
「
Ａ
Ｉ
Ｇ
高
校
生
外
交
官
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
、
仁
平
茜
さ
ん
（
岩

井
在
住
・
境
高
２
年
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
損

害
保
険
な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員

会
が
、
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
実

施
。
日
米
の
高
校
生
が
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
を
通
し
て
異
文
化
を
学

び
、
将
来
の
国
際
的
リ
ー
ダ
ー
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
夏
休
み
を
利
用
し

て
渡
米
し
た
仁
平
さ
ん
。
現
地
で

は
、
国
連
本
部
や
米
国
防
総
省
な

ど
の
公
的
機
関
を
訪
問
し
、
外
交

官
と
し
て
担
当
者
と
英
語
で
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
振
り
返
っ
た
仁
平
さ
ん
は

高
校
生
外
交
官
と
し
て

米
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

まちの話題

　

12
月
１
日
・
２
日
、
福
島

県
南
相
馬
市
に
て
、｢

南
相
馬

市
み
ら
い
こ
ど
も
交
流
事
業

及
び
第
31
回
野
馬
追
の
健
康

マ
ラ
ソ
ン
大
会｣

が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
事
業
は
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
友
好
の
輪
を
広

げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
、
南
相
馬
市
と
交
流
の
あ

る
自
治
体
が
参
加
。
市
内
か

ら
は
、
小
中
学
生
34
人
が
参

加
し
、
交
流
会
を
通
じ
て
他

自
治
体
の
参
加
者
た
ち
と
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
マ
ラ
ソ
ン
大

会
で
は
、
参
加
者
全
員
が
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
、
南
相
馬
の
地

を
精
一
杯
走
り
ま
し
た
。
大

会
の
主
な
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
２
ｋｍ
小
学
６
年
女
子
の
部

　

第
７
位　

倉
持
杏
浬

　
　
　
　
　
　
　
　
（
逆
井
山
小
）

○
３
ｋｍ
中
学
女
子
の
部

　

第
２
位　

小
林
く
る
み

　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
井
中
）

「
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
行
っ
た

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、

茨
城
と
坂
東
市
の
魅
力
を
た
く
さ

ん
の
方
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
地
元
の
自
然
環
境
や

自
然
博
物
館
、
ネ
ッ
キ
ー
マ
ン
な

ど
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
み
な
さ

ん
が
と
て
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
同
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
こ
と
で
多
く

の
こ
と
を
学
び
、
自
分
自
身
が
大

き
く
成
長
で
き
た
の
で
、
よ
り
多

く
の
方
に
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
知
っ

て
ほ
し
い
で
す
。」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

南
相
馬
市
の
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
交
流
事
業

に
参
加
し
ま
し
た

　

株
式
会
社
茨
城
新
聞
社
が

主
催
す
る
「
第
46
回
茨
城
新

聞
小
学
生
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
、
大
澤
直
太
朗

さ
ん
（
飯
島
小
１
年
）
が
特

別
賞
に
あ
た
る
「
茨
城
県
議

会
議
長
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
情
緒

豊
か
な
感
性
を
育
て
、
児
童

に
読
書
意
欲
を
持
た
せ
る
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

小
学
生
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

特
別
賞
受
賞
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